
The University of Tokushima (2011)〉 Graduate School of Integrated Arts and Sciences〉 Regional Science (Doctor’s Degree) [⇒Japanese]

地域科学特別演習 II 4 units (compulsory) 2nd-year(whole year)

Shinichi Takahashi · Professor / Community Development Studies, Regional Sciences

Target〉 文化人類学・民俗学的視点に基づく博士論文の作成のための指導を行う．
先行研究を批判的に検討した上で適切な研究テーマを設定，文献研究と平行
して精緻なフィールドワークを行い，そこで得た一次資料を核に分析を進め
る．研究の主眼は国内外の特定地域の地域文化の構造や意味を客観的に解明
することにあるが，さらに研究の成果を地域づくり・地域環境整備などの形
で地域 (社会)に還元するという実践・応用的な視野も含め研究指導を行いた
い．また学会発表や研究論文などの形での研究成果発表に関わる能力の育成
も積極的に図る．

Outline〉 文化人類学・民俗学的視点に基づく博士論文作成指導．
Keyword〉 regional culture, cultural anthropology, folklore, fieldwork
Goal〉 先行研究をふまえた上で適切な研究テーマを設定，文化人類学 (民俗学)の
分析手法を用い，形式・内容ともに整った研究論文 (博士論文)を完成させる
ことを到達目標とする．

Schedule〉
1.これまでの関心領域，および先行研究の動向をふまえた上で博士論文のテー
マを設定，研究目的に見合った形で博士論文の構想 (構成)を考える．関連
する国内外の先行研究の精読を進めるとともに，論文執筆に必要となる調
査 (フィールドワーク)の計画を立てる．調査地，調査対象，調査期間を検
討し，調査要項を作成，現地機関や協力者への連絡などの予備作業をふま
え，現地調査を実施する．調査は，テーマにもよるが，長期あるいは数次
にわたることも考えられる．調査によって収集した資料・データはすみや
かに整理し，分析を行う．データの整理・分析の過程においては，適宜丁
寧な助言・指導を行う．文献研究，現地調査とその成果報告 (発表，レポー
ト提出の形で)，それに対する助言指導，論文の構成の検討といった作業を
繰り返しつつ，次第に研究を深化させていく．

2.研究成果を段階的にまとめつつ，関連する学会・研究会での研究成果報告，
研究論文の学会誌への投稿なども積極的に行うように指導する．

3.以上のような過程をふまえ，最終的には，適切かつ十分な資料・データを
援用した，論理的，実証的で説得力ある研究論文 (博士論文)を書き上げる
ことを目標とする．

Evaluation Criteria〉 授業への取り組み状況，授業中の発表，提出レポートの内
容によって評価する．

Re-evaluation〉 行わない．

Textbook〉 テキストは使用しない．随時，関連資料を配付する．
Reference〉 授業中に適宜指示する．
Contents〉 http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=218140
Contact〉
⇒ Takahashi (+81-88-656-9486, takahasi@ias.tokushima-u.ac.jp) Mail (Office

Hour: 月曜 12:00-13:00)
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